






研究の必要性と目的 

 心身障害児発生防止の対策の一環として胎児環境を調査し研究することは,きわめて重

要なことである。 

 即ち,出産前に胎児が如何なる条件でハイリスクの状態になるか,その原因を検索するこ

とがその原因除去および胎児環境の改善にもつながる重要なステップと考えられる。 

 そのためにはハイリスクの中でも最も重症ともいえる胎芽,および胎児の死亡を繰り返

す反復流早産についての各方面からの調査が,基礎的な資料となり得ると考えられる。 

 従来，妊娠早期における胎芽或いは胎児死亡の多くは染色体異常によるものであるとさ

れ,多くの研究がこれを支持する様になったが未だ多くの原因が解明されないまま残り,中

でも反復する流早産の原因は殆ど未解明のまま残されている。 

 加うるに,その疫学的調査は欧米においてもさることながら,わが国においては,最近で

はこれらの検索,報告は皆無に等しい。 

 更に従来の疫学調査は全て retrospective な調査であり,妊娠の早期診断，ひいては

流産の診断もすこぶるあいまいであり,その統計処理も正確性にとぼしいものであった。 

 しかしながら ME を始めとする最近の診断法のめざましい進歩に伴って,妊娠の診断法の

画期的な改善がみられ,胎芽および胎児の状態もかなり正確に把握する事が出来る様にな

った今日,反復流早産について新たに調査をすることは、原因究明をもふくめて重要な解答

が得られると考えられ,大きな意義があろうし,本調査と共に妊娠中期における反復胎児内

死亡の発生頻度が明確にされ,その原因究明がなされるならば,ハイリスク胎児の環境改善

又は,胎内治療の可能性へと発展するであろう。 

 この様に反復流産の原因は未だ充分に解明されていないが,従来の諸検査では原因不明

とされていた反復流産の原因の一つとして免疫学的原因の関与が考えられる様になり

1981 年頃より原因不明の反復流産患者に対する免疫療法が行われる様になってきた。 

 我国においても若千の施設で同様な治療法が行われる様るなり,どの報告でもかなり良

好な成績が得られる様になった。この事は,原因が不明である習慣流産が半数以上もある現

況では不育症に対する治療法として素晴らしい成果といえるが,その治療法に対する学問

的根拠は未だ見解の統一をみておらず,従って治療対策治療方法等も異なっているのが現

況であり,更に,その治療の副作用についても充分な検討がなされていない。 

 これらの点を明確にし,より適確な治療法を確立することが急務と考えられる。 

 一方,最近では胎児診断法が急速に進歩しそれに伴って胎児異常に対して各種の治療法



必要と考えられる。これらのことを解決することを目的として研究を進めていく予定であ

る。 


